















































































































































































































































































































































































































































1 注　意（A） 〇 今日の学習は，おもしろかった。
2 関連性（R） 〇 今日の学習で，新しい学びがあった。
3 自　信（C） 〇 今日の学習は，今後の生活で役立ちそうだ。



































質問紙調査 注意（A） 関連性（R） 自信（C） 満足感（S）
事　前 31.55 20.59 25.46 19.78
事　後 37.79 25.63 28.08 24.21

























本実践の単元の前や第 1時間目は図 7のように物語を読んだ初発の感想も 2行程度しか書くことが
できなかった。だが，時間を追うごとに学習課題ノートの記入量が増えていくと同時に，筆者の話や
指導にも真剣に耳を傾けるようになり，周りの友達とも協働して課題を解決していこうとする姿勢が





















































































 5 前項 4と同書　p3
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